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須恵器の実測（大学） 展示室の説明（教職員）

古代吉備文化財センターの見学

津島遺跡（津島やよい広場）と遺跡＆スポーツミュージアムの見学

展示室

復元された建物 土器に触る

遺物収蔵室 屋外移築石棺

ミュージアムエントランス

 センター・津島やよい広場見学
　４月から６月にかけて、岡山市・倉敷市・玉野市の主に小学校６年生が当センター施設や津島や
よい広場の見学に訪れました。本物の弥生土器に触ったり、復元された建物を見学したりすることで、
授業で習ったばかりの弥生時代や古墳時代の理解に少しでも役立てたと思います。

 大学との連携と教職員研修の受け入れ
　７月の２日間、大学との新規連携事業として、センター見学説明及び博物館実習の実測と写真撮
影への協力を行いました。はじめて行う須恵器の実測や弥生土器の写真撮影に、真剣に取り組む学
生の姿がありました。
　また、７～８月の夏休み期間には、３つの教育機関の教職員研修を受け入れました。センターに
おいて、講義や見学、土器の復元体験を行ったほか、鬼ノ城や造山古墳での見学説明も行いました。
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 こども体験教室「光りかがやく鏡をつくろう！」
　５月24日（土）、古代吉備文化財センターにおいて、こども体験教室「光りかがやく鏡をつくろう！」
を開催しました。当日は、小学校５・６年生とその保護者及び中学生の合計25名が参加しました。
　はじめに、弥生～古墳時代の鏡についてその歴史や役割、出土例などの説明や、鏡づくり体験の
方法について話を聞き、その後体験を行いました。体験は、現代的に簡易にアレンジされているも
のの、基本的には弥生～古墳時代と同じ「鋳造」という方法で行いました。溶かした合金を鋳型に
流し込む作業にはちょっとしたコツが必要ですが、皆さん上手くコツをつかめたようです。冷えて
固まった鏡を鋳型から取り出した瞬間、思わず笑顔がこぼれる場面も多く見受けられました。その後、
鏡面を磨き上げる工程では、手を真っ黒にしながら熱中していました。
　短い時間でしたが、体験を通じて、弥生～古墳時代のモノづくりについての理解が深まり、思い
出のひとつになったでしょうか。

 展示室から　―平成 26年度の企画展示―
　センターの展示室では、年３回の企画展を予定しています。今年度は、企画展１で昨年度報告書
を刊行した遺跡から百間川沢田遺跡・原尾島遺跡を取り上げ、「弥生の環濠集落―百間川沢田遺跡ほ
か―」を開催しました。現在は、センターで開講している講座「古代～中世の考古学」に関連する展
示として、企画展２「古代の寺院と官衙」を開催中です。企画展３では「吉井川流域の遺跡（仮）」
と題し、昨年度報告書を刊行した辺谷・成ル遺跡ほかを紹介する予定です。ぜひ、お越しください。

企画展１
　「弥生の環濠集落―百間川沢田遺跡ほか―」
　展示期間　４月22日（火）～８月17日（日）
　展 示 品　縄文土器・弥生土器・土師器・石器・
　　　　　　木製品・土製品・玉類ほか
企画展２「古代の寺院と官衙」
　展示期間　８月19日（火）～ 12月25日（木）
　展示品　須恵器・土師器・瓦・帯金具
企画展３「吉井川流域の遺跡（仮）」
　展示期間　１月６日（火）～４月19日（日）
　展 示 品　弥生土器・土師器・石器ほか

溶かした合金を鋳型に流し込む

企画展１の様子

鋳型から取り出す 磨き上げて完成！



　津島遺跡は、岡山市北区の岡山県総合グラウンド一帯に位置しています。平成12年度の陸上競技
場調査区の発掘調査で弥生時代後期の河道から出土した「特殊な壺・器台」を紹介します。
　この土器は、精製した粘土に籾

もみ

や藁
わら

などを混和した胎土を持つことから、日常に使用される土器
と容易に区別することができ、頸部・胴部に突帯を廻らせて鋸

きょしもん

歯文・波
はじょうもん

状文で装飾された壺と、筒
部には２条一対の突帯を廻らし、鋸歯文を意識した文様帯で構成された高さ1mを超える器台が復元
されました。時期は弥生時代後期後葉～末葉と考えられ、形態
は同時期の吉備の首長墓で葬送儀礼の道具立ての一つとして用
いられた「特殊壺・特殊器台」を思わせます。これらは、胎土
や文様帯の構成、プロポー
ションに至るまで高い共通
性を持ちますが、津島遺跡
の特殊な壺・器台とは異な
る特徴を持つもので、この
差異は、祭祀の格差をあら
わしたのでしょうか。
　津島遺跡出土の特殊な
壺・器台の胎土中の籾や藁
は、五穀豊穣を願ったこと
を彷彿とさせますが、器台
を用いる祭祀の中心は集落
内での農耕祭祀から墳丘墓
での葬送儀礼祭祀へと変化
したと考えられており、農
耕祭祀がもはや祭祀の中心
では無いことを物語るかの
ようです。� （團　奈歩）
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		最近刊行された報告書　（平成 25年 12月、平成 26年３月発行分）
「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」２３９『百

ひゃっけんがわはらおじま

間川原尾島遺跡８・百
ひゃっけんがわさわだ

間川沢田遺跡６』（岡山市）
　百間川原尾島遺跡では、弥生時代後期から古墳時代前期の集落を確認しました。さらに弥生時
代前期の貯蔵穴と思われる方形土坑群や、弥生時代前期から後期の水田を検出しています。百間
川沢田遺跡では、弥生時代前期の環濠集落の北半部を確認し、以前の調査と併せて環濠集落の全
容が明らかになりました。また、この集落廃絶後には県下で２例目となる円形周溝墓を検出して
います。

「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告」２４０『辺
へたに

谷製鉄遺跡・辺
へたになかんだ

谷中田遺跡ほか』（赤磐市）
　辺谷製鉄遺跡は７世紀の初頭の製鉄跡で、土坑・作業場・排

はいさいば

滓場などを検出し、原料の磁
じてっこう

鉄鉱
鉱石や鉄

てっさい

滓・炉
ろへ き

壁が大量に出土しました。辺谷中田遺跡は縄文時代から近世にかけての集落遺跡
です。弥生時代中期から古墳時代後期にかけて、吉備南部地域や播磨地域との交流がうかがえる
遺構や遺物が確認されています。

センター収蔵品紹介 vol.16 －津島遺跡出土の特殊な壺・器台－

特殊な器台　右は推定復元図（1/10）
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編集・発行
岡山県古代吉備文化財センター
所在地　〒 701− 0136　岡山市北区西花尻 1325 − 3
　　　　TEL（086）293−3211　FAX（086）293−0142
　　　　http://www.pref.okayama.jp/kyoiku/kodai/kodaik.htm
'交 通 案 内 JR山陽本線庭瀬駅下車徒歩 40分
　　　　　　　　 JR 吉備線吉備津駅下車徒歩 25分
'業 務 時 間　AM8：30〜 PM5：15
'休　業　日　土・日曜日及び祝日、年末・年始
'展示室の開館　AM9：00〜 PM5：00

年末・年始を除き、土・日・祝日も開館しています。
ただし、臨時に休館することがあります。

ひろげよう あふれる笑顔と 思いやり

メールマガジン「大地からの便り」読者募集中 !

古紙配合率100％、白色度70％の
再生紙を使用しています

山陽自動車道

奥谷入口
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所　長――次　長――総　務　課――総務班　　施設維持・管理、庶務、会計

　　　　―参　事――調査第一課――第一班　　普及啓発、収蔵管理、市町村指導、県内遺跡確認調査

　　　　　　　　　　　　　　　　―第二班　　普及啓発、収蔵管理、市町村指導、県内遺跡確認調査

　　　　　　　　　―調査第二課――第一班　　岡山県中世城館跡総合調査

　　　　　　　　　　　　　　　　―第二班　　一般国道374号（美作岡山道路）道路改築【上相遺跡・鍵谷遺跡ほか】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜発掘調査・報告書作成＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県営住宅原尾島団地第３次建設工事【百間川原尾島遺跡】＜報告書作成＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡山県中世城館跡総合調査

　　　　　　　　　―調査第三課――第一班　　一般国道180号（総社・一宮バイパス）改築工事【刑部遺跡・神明遺跡】＜発掘調査＞

　　　　　　　　　　　　　　　　―第二班　　一般国道180号（総社・一宮バイパス）改築工事【刑部遺跡・神明遺跡】＜発掘調査＞

  平成26年度の組織と業務

　所　　長	 村木　生久
　次　　長	 大崎　智浩
　（総務課長事務取扱）
　参　　事	 光永　真一
　（文化財保護担当）
　総括参事	 島崎　　東
　（調査第一課長事務取扱）

総務課
総務班
　総括主幹（班長）	 岡部　　一
　主　　任	 宮岡　佳子
　主　　任	 山内　基寛
　主　　事	 中西　愛莉
　臨時職員	 岡　　伸美

調査第一課
第一班
　総括副参事（班長）	 高田恭一郎
　主　　任	 小嶋　善邦

第二班
　総括主幹（班長）	 尾上　元規
　主　　任	 石田　爲成
　� （文化財課本務） 
　臨時職員	 平井　秀久

調査第二課
　課　　長	 亀山　行雄

第一班
　総括副参事（班長）	 澤山　孝之
　主　　任	 米田　克彦

第二班
　総括副参事（班長）	 氏平　昭則
　主　　任	 上栫　　武

調査第三課
　課　　長	 弘田　和司
第一班
　総括副参事（班長）	 柴田　英樹
　主　　幹	 小林　利晴
　主　　任	 團　　奈歩
　主　　任	 松尾　佳子
　主　　事	 井田　　智

第二班
　総括副参事（班長）	 渡邉恵里子
　主　　幹	 杉山　一雄
　主　　任	 河合　　忍

＜職　員＞


